
（仮称）市民協働センター設置準備会 会議録 

 

日 時： 平成１９年 10 月 2 日（火） 午前 10：0０～ 

場 所： 総合福祉会館 ３Ｆ 共同利用室 

出席者： 山本（ポコ・ア・ポコ） 野宗（わこう子育てネットワーク） 

 友國（和光まちづくり NPO センター） 山田（環境づくり市民会議） 

 待鳥・別所（こども・みらい・わこう） 関（耀の会） 

 大谷・秋山（和光市社会福祉協議会） 渡邉・野口（地域振興課） 

   

 

 

指定管理・公設公営・公設民営について 

 

 【施設管理】 

建物を直す 

【人事管理】 

人を雇う・受付業務

【運営】 

どういう事業

をするのか 

【例】 

指定管理 

民設民営 
○ ○ ○ さいたま市 

公設民営 × ○ ○ 戸田市・ふじみ市 

× × ○ 三鷹市・我孫子市 
公設公営 

× × × 和光市の公民館 

* ○ 市民が責任をもってする 

 

・市は、公設民営ですすめたい。 

・市民協働センターであれば、公設民営がよいのではないか。 

 

（仮称）市民協働センター設置準備会と NPO 拠点分科会について 

 

■現段階で、2 本の会議を同時並行に行った方がよいのか。 

・センター設置は、まだはっきりといつ設置されるかが分からない。 

・センター設置準備会の会議回数を減らしてはどうか。 

・センターは、まだ設置する時期が未定なのだから、慌てることもないのではないか。 

・センター設置準備会を休止してはどうか。 

・施策推進会議で、この結論を発表した方がよい。 

・センターの方向性を再度確認してから、NPO 拠点分科会に特化してはどうか。 

・既存施設の利用では、センターをつくることが難しいことが分かった。 

・NPO 拠点と混同して議論されがちである。NPO 拠点は既存施設を利用してつくることになってい 

 るが、センターはそういった縛りはない。 

  →自分たちがほしい具体的な機能をもった拠点を提案したい。 



・NPO 拠点で培う知識をセンター設置準備会に活かせばよい。 

・今のメンバーは NPO に偏っている。他の団体にも入ってもらった方がよい。 

・他市の拠点や運営をもっと研究した方がよい。 

 

【結論】 

①施策推進会議にこれまでの会議の報告を挙げる。 

②視察を含め、2 月に勉強会を開催する。 

 


